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天理市⽴北中学校では、⽇常的にタブレットが活⽤されています。今回は、ｅライブラリを活⽤した、
定期テスト対策と普段の授業の２つの取り組みをご紹介します。

定 期 テ ス ト 前 の 課 題 で 着 実 に ⼒ を つ け る

柗原先⽣は、定期テスト前の対策としてｅライブラリ
を利⽤しています。事前にテスト範囲のドリルと確認テ
ストを期限を指定して出題し、⽣徒たちは授業中や家庭
学習の際に、課題に取り組みます。先⽣はモニタリング
機能を⽤いて、提出された課題の正答率や進捗状況を確
認します。

取組結果を⾒て、合格点の７０点に達していない⽣徒
には、もう⼀度取り組むように声を掛けます。先⽣の声
掛けもあり、⽣徒たちは確認テストの結果から、理解が
不⼗分だった学習要素の問題に再度取り組んだり、基
本・標準レベルの問題を解き終えた後に挑戦問題にチャ
レンジしたりと、⾃主的に学習していました。

⼀つの単元が終わったら、基本・標準のドリル（ｅライブラリ）→確認テスト
（ｅライブラリ）→ワーク（紙教材）という流れをルーティーン化しています。
課題出題後は、提出状況や取組状況を細かく確認し、⽣徒たちに声掛けをしてい
ます。

始めは、あまり点数が伸びなかった⽣徒も「１回⽬に⽐べて２回⽬は１０点も
伸びているよ」などと丁寧に伝えていくことで、⽣徒たちのやる気にも繋がって
います。今では、⽣徒⾃ら「もっと⾼得点が取れるようにもう⼀度解きます︕」
「８０点取れました」と報告してきてくれるようになりました。

〜 繰 り 返 し の 学 習 が 達 成 感 に 繋 が る 〜

歴史 ２年︓第⼀次世界⼤戦と
⼤正デモクラシー 他

 「授業では⽿で聞き、ｅライブラリでは⽬で⾒て、紙のワークでは⼿で書いて覚える」と
段階的に覚えるように声掛けを⾏う。

 ｅライブラリの学習履歴を成績に加味し、⽣徒の⾃主性を評価している。

先⽣の⼯夫

▲ 【先⽣画⾯】課題の実施状況を
リアルタイムで確認できます

第２学年主任／社会科担当
柗原 有⼦ 先⽣

インタビュー ⽣徒たちの頑張りに声掛けで応える
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英語

この⽇の授業では、現在進⾏形を初めて学習しま
した。現在進⾏形の重要事項を確認した後、ｅライ
ブラリの「いろいろカード帳」で演習を⾏いました。
「カード帳は⾳声付きのため、定期テストでのリ

スニング対策にも最適です」と森先⽣。⽣徒たちは
習ったばかりの単元でも、しっかりと進⾏形の作り
⽅をマスターしていました。

ｅライブラリを取り⼊れたことで、紙教材に⽐べて⻑時間集中できるように
なった⽣徒が多くいます。今までは「実学年より下の学年の問題や、簡単なレベ
ルの問題に取り組んでいるのが恥ずかしい」と感じていた⽣徒も、ｅライブラリ
であれば習熟度に合わせて⾃分専⽤の問題が出題され、解説教材を確認しながら
取り組めるので、安⼼感に繋がっています。また、問題は⼀つ⼀つ採点ができ、
達成感を積み重ねられるため、⾃⼰肯定感の向上にも繋がっています。

今後はｅライブラリを通して、⾃分から進んで学習する⼒、⾃ら課題を発⾒し
調べていく⼒を⾝につけてほしいです。

１年︓現在進⾏形

カ ー ド 帳 で 効 率 良 く 英 単 語 の 定 着

ｅライブラリは、短時間で問題演習ができることが利点です。紙のワークでは、
どこまで演習させるのか、区切りをつけるのが難しいですが、ｅライブラリでは、
多くの問題が５問１セットになっているため、授業にも取り⼊れやすく、限られ
た時間でも解き終えることができます。また、５問中何問⽬を解いているかが画
⾯に表⽰されて進捗が⾒えるため、⽣徒たちの問題に取り組むハードルが下がり、
次の問題に取り組む意欲にも繋がっています。

▲ Google forms
で単語テスト

▲前時の復習と新単元の重
要事項の確認

▲いろいろカード帳で演
習

▲まとめと定着
（問題に書き込みながら取り

組む様⼦）

第１、３学年英語担当
森 識代 先⽣

＜授業の流れ＞

教務主任
⽵花 彰太先⽣

インタビュー ゴールが⾒えているから頑張れる

今後の展望 課題発⾒⼒・⾃⼰解決⼒を⾝につけてほしい


